












　産科婦人料領域の診療は超音波診断法の導入によって画期的発展をとげ,今

日では超音波診断法は種々の疾患の診断に必須の検査法となり,本法のもたら

した利点は甚だ大であるが,一方その普及につれて診断に際じての主として胎

児 に 対 す る 安 全 性 が 論 じ ら れ て い る 。 臨 床 的 に

は,Bernstine1),Bishop2),Hellman4),のドプラ法およびパルス法に関する新生

児異常発生調査があり,生後の発育については Korcnyi5)らの肉体的,精神的,

情緒的発育に関する調査があって,いずれも超音波診断法の影響は認められて

いない。わが国における諸家の検討でも同様である。染色体レベルでは,最近

では超音波診断法による異常はないというのが定説となった感がある。




